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バレーボール男子トップレベルの攻撃に関する研究
：ショート平行の有効性に着目して

五十嵐 元1），秋山 央2），阿江 数通3），中西 康己2）

Research on offence top level men’s volleyball： Focusing on side short second tempo attacks
 

Gen IGARASHI1），Nakaba AKIYAMA2），Kazumichi AE3），Yasumi NAKANISHI2）

Abstract

This study investigated the usage and effectiveness of “side short second tempo attacks” in top-level male volleyball players. The data were 
analyzed to clarify the “kill attack ratio”, “attack efficiency”, “short second tempo attacks per set” and “side blocker reverse motion ratio”. The 
number of left short second tempo attacks per set in World cup(WC) was 0.02 and the number of right short second tempo attacks per set was 
0.04. The number of left short second tempo attacks per set in V premier league (VP) was 0.22 and the number of right short second tempo 
attacks was 0.09. The kill attack ratio of left short second tempo attacks in WC was 75.00% and the attack efficiency was 75.00%. The kill 
attack ratio and attack efficiency of right short second tempo attacks in WC was 82.14% and 69.05%, respectively. The kill attack ratio of left 
short second tempo attacks in VP was 64.67% and the attack efficiency was 57.39%. The kill attack ratio and attack efficiency of right short 
second tempo attacks in VP was 40.13% and 29.28%, respectively. The kill attack ratio and attack efficiency of left short second tempo attacks 
in VP were significantly higher than those of left second tempo attacks. The kill attack ratio of right short second tempo attacks in WC was 
significantly higher than that of left second tempo attacks. In addition, the effect size showed a high value in short second tempo attacks in 
WC and left short second tempo attacks in VP. 

Key Words: volleyball, side short second tempo attacks, kill attack ratio, attack efficiency,
キーワード：バレーボール，ショート平行，アタック決定率，アタック効果率，

Ⅰ．緒　　　言

1．バレーボールにおけるネット上の攻防
現在，バレーボールの世界および日本男子トップレベル

のコンビネーション攻撃において攻撃チームは，セッター
付近からのクイック６）と，両サイドアンテナ付近からの
平行，さらにはセンターゾーンおよびライトゾーンのバッ
クアタックに，4 人のアタッカーが攻撃可能なタイミング
で同調して助走に入ることで，相手ブロッカーのかく乱を
目指す 5）15）．これに対して，コンビネーション攻撃に対峙
するブロッカーは，セッターがどのアタッカーにトスを上
げるかを，セッターのフォームやアタッカーの助走に加え
て，シチュエーションやチームのディフェンス戦術など，
様々な要因から判断した上でブロックを試みる．それでも
ブロックは，最大 3 人のブロッカーしか配備できないこと
から，最大 5 人でのコンビネーション攻撃が可能なオフェ
ンスに対して数的不利な状況が発生しやすく，有効なブ

ロックを実現させることは容易ではない．
ブロック戦術はこれまで，攻撃システムの進化や国際

ルールの改正に伴い発展している 13）24）．現在トップレベ
ルのチームでは，コート中央にブロッカー 3 人が位置し（バ
ンチシフト），トスが上がった方向を確認した後にブロッ
ク動作に移る（リードブロック）バンチリードブロックが
メインの戦術として採用されている 14）．しかし，ディフェ
ンスチームは，シチュエーションに応じてサイドブロッ
カー（以下「SB」と略す）が両サイドから攻撃してくる
サイドアタッカーをマークするためにアンテナ付近に位置
するスプレッドシフトや，相手アタッカーに合わせてブ
ロック動作を行うコミットブロックを活用するなどの，混
合戦術を用いてネット上の攻防に臨んでいる 14）24）．また
太田ほか 18）は，平均ブロック枚数が相手チームを上回る
とセット取得しやすいことを報告している．このことは，
刻一刻と変化する戦況に応じた最適なブロック戦術を使用
することの重要性を示唆している．

以上のように，バレーボールにおけるネット上の攻防
は，技術，戦術ともに高度に進化している．特にアタック
は，勝利に大きく関係しているといわれている23）ことから，
オフェンスおよびアタックに関する新たな知見の獲得は，
ネット上の攻防を征しチームを勝利に導くために重要なも
のとなる．
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2．ショート平行について
バレーボールの攻撃は，コート横幅 9 メートルの間から

行われる．日本バレーボール学会・編 14）は，アタッカー
がボールヒットする位置の呼称に，ネットに平行な水平座
標軸を設定して１ｍ刻みにコートを９分割したスロットを
使用している（図 1）．

サイドアタッカーのコンビネーション攻撃は，アンテナ
付近（スロット５，およびスロット C）からの攻撃（以下，

「平行」とする）が多くを占める21）．サイドアタッカーをマー
クする SB は，バンチシフト，スプレッドシフトいずれの
ポジショニングを取っていても，相手サイドアタッカーの
攻撃の多くを占める平行に対してブロックを実施する必要
がある．言い換えると，SB はスロット５およびスロット
C からの攻撃が行われることを想定してブロックに待ち構
えていることとなる．チームにとって，平均ブロッカー枚
数が相手の平均ブロッカー枚数を上回ることが勝利に近づ
くことに鑑みると，相手ブロッカーが想定している攻撃を
行うことは，相手 SB 枚数の減少にはつながらない可能性
が高く，勝利のためには合目的的ではないことが推察され
る．

そこで，ブロックのためアンテナ付近に移動する相手
SB に対し，平行と見せかけて，スロット 4 およびスロッ
トBから攻撃を行い，相手SBをかく乱するコンビネーショ
ン攻撃（以下「ショート平行」とする）が行われることが
ある 1）8）16）．この攻撃は，アンテナ付近からの攻撃に注意
を払っている SB をアンテナ付近に置き去りにし，アタッ
カーを優位にする可能性を有した領域差攻撃である．眞鍋
9）は，セッターのトス回しについて「相手に餌を撒いて組
み立てていくこと」の重要性や「相手ブロッカーの出方に
よって，トスをどこに上げるのか」というコンビネーショ
ン攻撃におけるブロッカーとの駆け引き，すなわちブロッ
カーに攻撃を予期されないためのトス回しについて言及し
ている．このようにオフェンスには，ブロックシステムを
変化させながら，多くのブロッカー配備を目指すディフェ
ンスに対抗するコンビネーション攻撃の組み立てが必要で
ある．さらにショート平行に関しては，平行という「餌」
を撒き，相手 SB がコート内側へ切り込む動きを予知する
ことを防ぐ頻度で使用する（平行と思い込ませる，平行と

決めつけさせる）ことが重要である．
他方，トップレベルのサーブは年々強化され，サーブレ

シーブをネット付近のセッターへ正確に返球することが難
しくなっている 21）．セッターへの返球がネットから離れ
た状況は，ネット付近のセッターに正確に返球された状況
と比較し，攻撃可能なアタッカーが限定され不利な状況か
らの攻撃が余儀なくされる 21）．また，ネット付近から離
れた位置でセッターがアタッカーにトスを上げる場合，ア
タッカーにとっては，ネット付近からのトスと比較し後方
からボールを供給されるような体勢となり，ボールをヒッ
トする難易度が高くなる．アタッカーは，アタック動作
中にボールの位置はもちろん，相手ブロッカーの位置や，
相手レシーバーの位置など様々な情報を得ようとするが，
ボールがアタッカーに対して後方から供給されると，これ
らの情報を得ることが難しくなることが想定される． 

このような背景から，ショート平行は平行と比較して
サーブレシーブの乱れの影響を受けやすい攻撃として捉え
られている．男子トップレベルの試合においても，使用さ
れる機会はわずかであり，その有効性や適切な使用頻度な
どの不明な点を抱えている．それでもなお，ショート平行
は，数少ない本数ではあるが使用されることも事実であ
る．したがって，わずかな使用本数であるショート平行の
有効性や適切な使用頻度などの不明な点を明らかにするこ
とは，ショート平行使用の是非を含めた，有効なオフェン
スシステムの構築の一助となる可能性を有している．

3．先行研究の検討
ショート平行の研究を行うにあたりコンビネーション攻

撃に関連する先行研究を概観すると，いくつかの研究がみ
られる 1）2）3）19）25）26）．しかしこれらの研究は，コンビネーショ
ン攻撃の有効性や詳細についての研究であり，ショート平
行の使用頻度，およびショート平行の有効性に着目した研
究内容にはなっていない．トップレベルの試合ではショー
ト平行が行われており，ショート平行の効果的な使用頻度
や，ショート平行そのものの有効性，すなわちショート平
行の攻撃力について明らかにすることは，チームとしての
オフェンス戦術を検討するうえで有用な情報になることが
期待できる．また，先行研究では，実際のゲーム状況を想
定した実験を行いネット上の攻防に関する知見を報告する
研究がいくつか見受けられる 13）22）が，実際の試合を分析
対象とすることは，よりゲームの状況を反映した重要な知
見となることが期待できる．

そこで本研究は，世界および日本男子トップレベルの
ショート平行に関する知見を得ることを目的に，実際の試
合のデータから，
①使用状況（ショート平行の使用された本数）
②有効性（ショート平行使用時の SB の様子とショート平

図1　スロットのナンバリング（バレーボール学会・編，2012）
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行のアタック決定率，アタック効果率）
③使用頻度による影響（ショート平行使用頻度とその影響）
以上の 3 点を明らかにした．

Ⅱ．方　　　法
1．対象ゲーム

対象ゲームは，2015 年ワールドカップ男子（以下「WC」
と略す）に出場した 12 チームの 130 試合における 470 セッ
トと，V プレミアリーグ男子（以下「VP」と略す）に所
属する 8 チームの 2013/14 シーズン 153 試合における 606
セット，2014/15 シーズン 82 試合における 317 セットと
した．また，V プレミアリーグの試合において，シーズン
が異なると採用する戦術も大きく異なる可能性があること
を考慮し，シーズンの異なる同一チームのデータは別チー
ムのデータとして集計を行うこととした．

2．調査項目
対象とした試合をバレーボールのゲーム分析ソフト

「Data Volley 2007 および Date Video 2007（Data Project
社製）」（以下データバレーとする）にバレーボールデータ
解析専門アナリストが入力した．その後，以下の項目につ
いてデータと映像を抽出するとともに，ショート平行の分
析に必要な項目を定義し，対象ゲーム内のすべてのショー
ト平行に関する分析を行った． 
1）アタックに関連する項目

以下に分析に用いる項目の定義を示す．
平行：アンテナ付近（スロット５およびスロット C）から

ウイングスパイカーやオポジットによって行われる攻撃
とする．なお，バレーボールの攻撃には様々な呼称が存
在するが，本研究では「平行」を採用することとする．

ショート平行：ウイングスパイカーやオポジットが平行か

らコート内側に切り込み，スロット 4 およびスロット B
から攻撃する，相手 SB のブロック位置をかく乱する領
域差攻撃である．
以上の項目を集計し，平行，ショート平行それぞれの

アタック決定率，アタック効果率注 1），また平行に対する
ショート平行の使用頻度を以下のように算出した．
アタック決定率（％）＝アタック決定数 / アタック総打数

×１００
アタック効果率（％）＝（アタック決定数－（アタックミ

ス数注２）＋被ブロック数注 3）））/ 総打数×１００
ショート平行の使用頻度（％）＝総ショート平行打数 / 総

平行打数×１００
また，アタックに関する項目はレフトゾーンおよびライ

トゾーンに大別して集計した．
2）ブロックに関する項目
SB 逆モーション：平行に対してブロックを行う移動また

は助走を取り，平行からショート平行に切り込むアタッ
カーの動きに対してブロック実施位置を誤り，アンテナ
寄りに位置してしまった状態からショート平行に対して
ブロックを行った試技とする．
また，SB 逆モーションが発生する割合を逆モーション

率とし，以下のように算出した．
SB 逆モーション率（％）＝ SB 逆モーション数 / ショー

ト平行総打数×１００
3）平行とショート平行の使用状況

レフト平行とレフトショート平行，ライト平行とライト
ショート平行の使用状況を明らかにするため，チーム別
レフト平行とレフトショート平行，ライト平行とライト
ショート平行のチーム毎の 1 セット当たりの使用本数およ
びショート平行の使用頻度についてのクロス表を作成し
た．

図2　研究のイメージ図
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4）統計解析
以下の統計指標の計算には Microsoft Office Excel 2016

を用いた．
4．1）平行とショート平行の有効性の比較

ショート平行を使用しているチームの中で，レフト平行
とレフトショート平行，ライト平行とライトショート平行
のアタック決定率およびアタック効果率をチーム毎に算出
した．さらに，スミルノフ・グラブス検定を用いて，ショー
ト平行のアタック決定率およびアタック効果率の p 値が
外れ値を示したチームを対象から除き，対応のある t 検定
を行った（有意水準 5％）．その後，アタック決定率およ
びアタック効果率の平均と標準偏差から，サンプルサイズ
に影響されない効果量（Δ）を以下の式を用いて算出した．

効果量は先行研究および文献 7）10）17）に倣い，± 0.2~ ± 0.5
であれば小さな効果，± 0.5~ ± 0.8 であれば中等度の効果，

± 0.8 以上であれば大きな効果があると定義した．
2）ショート平行の使用頻度による影響

ショート平行を使用しているチームの中で，チーム毎の
ショート平行使用頻度と，アタック決定率，アタック効
果率，SB 逆モーション率との相関関係を評価するため，
Pearson の積率相関係数を算出した．相関の強さについて
は，先行研究に倣い 3）4）に相関係数± 0.7 ～± 1 を「強
い相関」，± 0.4 ～± 0.7 を「中程度の相関」，± 0.2 ～±
0.4 を「弱い相関」，± 0 ～± 0.2 を「相関なし」と定義し
た．なお，相関についての統計的な有意差検定は，有意水
準 5% として無相関検定によって行った．

以上の方法により，ショート平行関する調査を行い，
ショート平行の詳細について明らかにした（図 2）．

Ⅲ．結　　　果

1．平行とショート平行の使用状況
WC では，470 セット中に 9 本のレフトショート平

行，21 本のライトショート平行が抽出された．VP では，

効果量（Δ）＝
平行アタック決定（効果）率－ショート平行アタック決定（効果）率

平行アタック決定（効果）率標準偏差値

表1　WCのショート平行使用状況

表2　VPのショート平行使用状況
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2013/14 シーズンの 606 セット，2014/15 シーズンの 317
セット中に 204 本のレフトショート平行，84 本のライト
ショート平行が抽出された．

表 1，表 2 は，調査対象とした WC と VP の平行とショー
ト平行との使用状況を表したものである．WC のレフト平
行の 1 セット当たりの使用本数は 5.30 本，レフトショー
ト平行の 1 セット当たりの使用本数は 0.02 本，ライト平
行の 1 セット当たりの使用本数は 2.82 本，ライトショー
ト平行の 1 セット当たりの使用本数は 0.04 本であり，
ショート平行の使用頻度は，レフトショート平行が 0.36％，
ライトショート平行が 1.59％であった．VP のレフト平行
の 1 セット当たりの使用本数は 6.18 本，レフトショート
平行の 1 セット当たりの使用本数は 0.22 本，ライト平行
の 1 セット当たりの使用本数は 3.64 本，ライトショート
平行の 1 セット当たりの使用本数は 0.09 本であり，ショー
ト平行の使用頻度は，レフトショート平行が 3.54％，ライ
トショート平行が 2.56％であった．

2．平行とショート平行の有効性の比較
表 3 は，調査対象とした WC と VP のうち，ショート

平行を採用（使用）しているチームのレフト平行とレフト
ショート平行のアタック決定率およびアタック効果率を
チーム毎に表したものである．WC のうち，レフトショー
ト平行を採用しているチームのレフト平行のアタック決

定率は 56.21％，レフトショート平行のアタック決定率は
75.00％，レフト平行のアタック効果率は 40.16％，レフト
ショート平行のアタック効果率は 75.00％であった．VP
のうち，レフトショート平行を採用しているチームのレ
フト平行のアタック決定率は 50.00％，レフトショート平
行のアタック決定率は 60.36％，レフト平行のアタック効
果率は 36.18％，レフトショート平行のアタック効果率は
46.89％であった．

表 4 は，調査対象とした WC と VP のうち，ショート
平行を採用（使用）しているチームのライト平行とライト
ショート平行のアタック決定率およびアタック効果率を
チーム毎に表したものである．WC のうち，ライトショー
ト平行を採用しているチームのライト平行のアタック決
定率は 58.81％，ライトショート平行のアタック決定率は
82.14％，ライト平行のアタック効果率は 44.25％，ライト
ショート平行のアタック効果率は 69.05％であった．VP
のうち，ライトショート平行を採用しているチームのラ
イト平行のアタック決定率は 54.12％，ライトショート平
行のアタック決定率は 40.13％，ライト平行のアタック効
果率は 39.98％，ライトショート平行のアタック効果率は
29.28％であった．

表 5，表 6 は，スミルノフ・グラブス検定を用いてショー
ト平行のアタック決定率およびアタック効果率が外れ値を
示したチームを表したものである．VP のチーム O のレフ

表4　ライトゾーンのアタック決定率およびアタック効果率表3　レフトゾーンのアタック決定率およびアタック効果率
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トショート平行のアタック決定率の p 値が 0.01，アタック
効果率の p 値が 0.00 と外れ値を示した．また，チーム O
を除き再度外れ値を算出した結果，外れ値を示すチームは
認められなかった．

ライトショート平行については，外れ値を示すチームは
認められなかった．

表 7 は，チーム O を対象から除いた，ショート平行の
アタック決定率およびアタック効果率の対応のある t 検定
の結果と効果量を表したものである．VP のレフトショー

ト平行のアタック決定率およびアタック効果率が，レフ
ト平行と比較し有意に高い値を示した．また，WC ライ
トショート平行のアタック決定率が，ライト平行と比較
し有意に高い値を示した．また，効果量については，WC
のレフトショート平行，ライトショート平行，VP のレフ
トショート平行の効果量において大きい効果が認められ．
VP のライト平行に大きい効果が認められた．

表5　レフトショート平行のスミルノフ・グラブス検定 表6　ライトショート平行のスミルノフ・グラブス検定

表7　平行とショート平行のアタック決定率およびアタック効果率の比較
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表8　レフトショート平行の使用頻度と各項目の関連性

表9　ライトショート平行の使用頻度と各項目の関連性
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3．ショート平行の使用頻度による影響
表８，表９はショート平行を使用しているチームの中

で，チーム毎のショート平行使用頻度と，アタック決定率，
アタック効果率，SB 逆モーション率との関係を表したも
のである．その結果，レフトゾーンおよびライトゾーンの
ショート平行の使用頻度とアタック決定率，アタック効果
率，SB 逆モーション率との間に，相関は認められなかった．

Ⅳ．考　　　察

1．平行とショート平行の使用状況
レフトショート平行は，WC では 6 チーム，VP では 15

チーム，ライトショート平行は，WC では 7 チーム，VP
では 11 チームにおいてそれぞれ使用されていた．しかし，
使用頻度が1セット当たり1本を上回るチームはなかった．
したがってショート平行は，世界および日本男子トップレ
ベルにおいて，使用しているチームがあるが，平行と比較
すると少なかった．

ショート平行は，コート内側に切り込む攻撃であり，コー
ト中央に構える相手ミドルブロッカー（以下「MB」と略
す）とアタッカーとの距離が近くなり，MB のブロック参
加が容易になる．さらに，相手 SB がショート平行に切り
込む動きを予知した場合には，ショート平行と比較し，複
数人でのブロック実施が容易になるリスクを伴った攻撃で
もある 1）．さらに，ファーストブレイク注 4）に臨むチームは，
相手サーブが打たれる前に攻撃を計画（サイン交換）し，
相手サーブを待つこととなる．このため，ショート平行を
計画したチームは，サーブレシーブが乱れショート平行の
実施が困難になった際には，セッターがボールに接触する
までの間にショート平行から平行などの実施可能な攻撃へ
と変更することが考えられる．しかし，インプレー中に計
画された攻撃を変更することは，選手間での意思疎通が不
十分な場合にサインミスのリスクを伴うことになる．加え
て，目まぐるしく変化するゲーム状況において，セッター
本位のサイン変更はアタッカーの助走動作に影響を与え，
アタッカー本位のサイン変更はセッターのアタッカー選択
に影響を与えるなど，コンビネーション攻撃において望ま
しくない影響を与える恐れがある．

バレーボールにおいてネットから離れた返球の際には，
攻撃スロットが中央になるにつれて，アタッカーの後方か
らボールを供給するような体勢となりやすいため，ネット
から離れるにつれてコート中央付近のスロットからの攻
撃が困難となる（図 2）．トップレベルのチームは，ネッ
トから離れた返球をいかにして決定するかに腐心しており
14），ショート平行の使用頻度が極めて少ない結果となった
のは，これまでに述べた様々なリスクを考慮した影響だと
推察される．

2．平行とショート平行の有効性の比較
スミルノフ・グラブス検定を用いた結果，VP のチーム

O のレフトショート平行は外れ値を示した．この理由とし
ては，VP のチーム O は使用したショート平行の打数が極
めて少なく，極めて少ない試技が失点となったためである
と考えられる．

VP のレフトショート平行は，アタック決定率およびア
タック効果率がレフト平行と比較し有意に高い値を示し
た．また，WC ライトショート平行のアタック決定率は，
ライト平行と比較し有意に高い値を示した．また，WC の
レフトショート平行，ライトショート平行，VP のレフト
ショート平行の効果量において大きい効果が認められた．

ショート平行は，平行と比較しセッターからアタッカー
までの距離が近いため，トスからアタックヒットまでの時
間が短縮されやすくなる．アタックヒットまでの時間の短
縮は，トスされたボールを確認してからブロックを試みる
ブロッカーにとって十分な時間を与えず，ショート平行の
大きい効果，すなわち高い攻撃力に寄与している可能性が
考えられる．さらに，セッターとアタッカーとの距離の近
接は，トスされたボールスピードの水平速度の低下をもた
らす 21）．したがって，ショート平行は，トスされたボー
ルスピードが平行と比較して遅くなるため，相手ブロック
を避けるコース打ちや強打が打ちやすくなり，高い攻撃力
を実現していた可能性が考えられる． 

他方，WC のライトショート平行のアタック決定率では
有意差が認められ，アタック効果率では有意差が認められ
なかった．アタック効果率は，アタックによる失点を含ん
だ指標である．ライトゾーンからの攻撃は，攻撃を専門と
しているオポジットが担当することが多く，相手ブロッ
カーのマークが厳しいことが予想される．このため，ライ
トショート平行は，ライト平行と比較し相手 MB からの
距離が近いこともあり，相手複数ブロッカーが配備され，
アタックによる失点が発生した可能性が考えられる．

図3　セッターへの返球とアタッカーの関係
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ショート平行を採用しているオフェンスチーム（アタッ
カー）と対峙するディフェンスチーム（ブロッカー）との
間に，平行，あるいはショート平行へ変化しブロックの突
破を目指すアタッカーと，それを防ごうとする SB の間に
駆け引きが発生していると捉えることができる．

これまでショート平行は，セッターへの返球精度に影響
を受けやすく，世界や日本のトップレベルでは，少ない頻
度で用いられる『奇襲』または『スキを突く』攻撃と位置
付けられてきたと考えられる．しかし，ショート平行は
高い攻撃力を有している可能性があることから，セッター
へ精度の高い返球が期待されるシチュエーションや，高い
サーブレシーブ能力を有しているチームであれば，使用を
検討することも考えられるだろう．

Ⅴ．研究の限界及び今後の課題

本研究は主に，サイドゾーンで起こる攻防について調査
したものである．しかし，実際に起こる攻防は，セッター
が起点となりコート幅 9.0 メートルを有効に活用し最大 5
人のアタッカーが同調するオフェンスに対して，ブロック
が許された前衛 3 人のブロッカーを含む 6 人のディフェン
スが相対するものである．したがって，攻防は両チーム合
わせて 12 人が相互に複雑に関係していることが考えられ
ることから，本研究の知見は，特にネット上サイドゾーン
での攻防において有用なものとなるだろう．

本研究は世界および日本男子トップレベルの実際の試合
を対象に，バレーボール分析ソフト，データバレーを用い
て対象攻撃全数を調査したものである．分析はバレーボー
ルに精通したアナリストが行っており，データには信頼性
があると考えているが，さらにデータにおける信頼性の高
さを担保するためには複数調査者による調査が必要となる
なるだろう．また，今後はさらに多くのサンプルを確保し，
より詳細な調査をすることで，使用頻度の上昇に伴う影響
や，使用前後のプレー結果，パスの精度による影響，異なっ
た競技レベル，異なった年代，さらには女子バレーボール
におけるショート平行の有効性についても言及することが
できる知見が得られるだろう．

Ⅵ．ま　と　め

本研究は，実際の試合から，世界男子トップレベルと，
日本男子トップレベルにおけるショート平行の使用状況と
その有効性を調査した．本研究により得られた結果は，以
下のとおりである．
①使用状況について

世界および，日本男子トップレベルにおいてショート平
行は，使用しているチームがあるが，平行と比較すると少
ない本数となっていた．世界および，日本男子トップレベ
ルはサーブが強化され，ネット付近のセッターへサーブレ

また，VP のライト側の攻撃について，ライト平行に大
きい効果が認められた．この結果からは，ブロックのマー
クが厳しいライト側において，WC はブロックによる影響
に左右されない高い攻撃力を有したライトショート平行を
行っているのに対し，VP は厳しいブロックのマークの影
響を受け，ライトショート平行の決定率自体が低下してし
まった可能性が考えらる．

3．ショート平行の使用頻度による影響
レフトゾーンおよびライトゾーンのショート平行は，使

用頻度とアタック決定率，アタック効果率，SB 逆モーショ
ン率との間に，相関は認められなかった．本研究における
研究対象チームのショート平行の使用頻度は極めて少ない
値であったことから，使用頻度の差も僅かであり，結果と
して SB 逆モーション率に影響を与えなかった可能性が考
えられる．また，研究対象が競技レベルの高いチームで
あることから，極めて優れたブロック能力を有しており，
ショート平行の使用頻度にかかわらず，相手に欺かれるこ
となくブロックを遂行している可能性も考えられるだろ
う．

アタック決定率，アタック効果率が，使用頻度との間に
相関関係が認められなかった点についても，ショート平行
が平行よりもコース打ちや強打が可能な効果的な攻撃であ
り，使用頻度，SB のブロックの状態（SB 逆モーションの
有無）にかかわらず高い攻撃力を示した可能性が考えられ
る．

4．実践現場への示唆
現在の世界および日本男子トップレベルのチームは，混

合戦術を用いながらも，主にバンチリードブロックを採用
しているチームが多い 14）24）．そのため，サイドアタッカー
の攻撃は，バンチシフトを敷く SB から最も距離のあるス
ロット 5 およびスロット C からの攻撃が多くを占めるこ
とが考えられる．ショート平行は高い攻撃力を有している
可能性があり，いずれのブロックシフト（バンチ，スプレッ
ド）を敷いていても有効な攻撃となりうるが，リスクを伴
うことを理解する必要がある．

対戦相手と対峙するスポーツには，様々な駆け引きが存
在する．永井 11）は，一流野球選手を例に「ピッチャーの
変化球は，ボールがある軌道を進むと見せかけ，それに対
するスイングを誘い，途中で軌道が変化することで修正が
不能な心理的不応期，つまり空振りを引き出す」と，ある
一定の動きからの変化による攻防や駆け引きの存在を説明
している．さらに「優れたバッターはその意図に乗らない
よう，自分の能力の限界近くまでボールの軌道を見極めよ
うとしている」と，一流野球選手の攻防について説明し
ている．このことをバレーボールに置き換えて考えると，
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シーブを正確に返球することが難しくなっている．このこ
とからショート平行は，後方からのアタッカーへのトスの
供給や，サイン変更のリスクを伴っており，ショート平行
の使用本数が少なくなっていると推察される．
②有効性について

ショート平行は，ある程度の有効性を持つ可能性が示さ
れた．ショート平行は，平行と比較してアタッカーまでの
距離が近いため，トスからアタックヒットまでの時間が短
縮されやすい．さらに，アタッカーまでの距離の近接に伴
いトスされたボールの水平速度の低下が起こり，相手ブ
ロックを避けるコース打ちや強打が打ちやすく，高い攻撃
力をもたらしている可能性が考えられる．
③使用頻度について

ショート平行は，使用頻度の変化による SB 逆モーショ
ン率，アタック決定率およびアタック効果率への影響はみ
られなかった．

本研究で得られたこれらの知見は，チームとしてのオ
フェンス戦術を検討するうえで有用な知見となるだろう．

Ⅶ．注　　　記

注 1）アタック効果率は，アタックミスや相手のブロック
ポイントによる失点の評価が含また指標であり，失
点の評価が含まれない指標であるアタック決定率よ
りも「勝利に直結する数字」23）といわれている．

注２）アタックミスは，被ブロックによる失点を除いた，
失点となったすべてのアタックのことを指す．

注３）被ブロックは相手ブロッカーにブロックをされて，
失点となったアタックのことを指す．

注４）ファーストブレイクとは，相手サーブから行う「１
番目の攻撃」であり，勝敗を左右する大きな要因と
考えられている 20）．
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